



1.1 第 2 言語における読解教育とスキーマ理論
スキーマについての研究は心理学の分野で始められた。Bartlett（1932）はそれまでテキストの
解読と考えられていた読解を、読み手がテキストを再構成する過程と捉えた。


































































要なテーマと言える。これについて提言を行っているのが認知心理学者 Kintsch（1988、1995 : 49
-120P）の構築統合モデルである。





































































































































































































































































































































（2）また Schank,R.C and Abelson（1977）は「われわれが外界に対してもっている知識の一部はステレオタイプ
な状況とそれに伴うルーチン化された行動を中心に構造化されている」と主張し、連続性を持つ「スクリ
プト」を提案した。
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